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事業イメージ事業内容

（新）福島県夜間救急電話相談事業

背景・目的・概要

≪背景・目的≫
医師不足が解消されない中、限られた人材で医療提供を継続するために
夜間における医療提供体制を整備し県民の健康不安を解消する必要がある。

≪事業概要≫
夜間・休日に急な病気やけがをした際、応急手当の方法、受診や救急車
要請の必要性に対して専門家による助言が受けられる電話相談窓口を設
置する。

≪効果≫

≪対象者≫
満１５歳以上の県民（県内全域対象）

※１５歳未満については＃８０００にて対応

≪実施体制≫
・県から民間電話相談事業者への委託
・医療機関が診療していない時間帯（夜間・休日）に相談対応
・専用の短縮ダイヤルを取得（調整中）

住民（急病疑い）

オペレーター
・臨床経験のある看護師
・相談技術にかかる研修を受講

〇住民の健康不安解消
〇不要な救急車要請の減少
〇不要不急の受診の減少による救急病院の負担軽減

夜間救急相談窓口

電話相談

・オペレーターが医師に相談できる体制
・停電時でも稼働できる設備

緊
急
性
高

救急車を要請するよう助言

緊
急
性
低

適切な医療機関・受診科目の案内
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【事業背景】
・福島県内の介護事業所にて新たな働き方を普及させ、多様な働き方を可能とすることで、介護職のイメー
ジアップを図り、人手不足の解消・労働環境の向上につなげる。

【事業概要】
・職員数の増を伴わずに「1日8時間勤務週5日勤務」から「1日10時間の週4日勤務」への以降を支援する
ため、３つのモデル施設を選定し、導入支援のためのコンサルティングを実施する
【実施主体】
・福島県（委託事業）

事業効果

・即戦力となる医師、看護職員の確保

・県内の医療従事者の不足解消

・県民への医療提供体制の充実・強化

（新）週休3日制導入支援事業【事業費：１０，８９０千円】
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